
令和２年度第２回長岡京市地域健康福祉推進委員会報告 

 

 

日 時：令和２年１０月２９日（木） 午後１０時００分～１１時３０分 

場 所：長岡京市役所 大会議室 A 

出席者： 

推進委員：安藤委員、南本委員、松田委員、藤井委員、石田委員、水島委員、清水委員、

山本委員、荻野委員、小西委員、片山委員 

（欠席者：武田委員、細平委員、斉ノ内委員） 

健康福祉部職員：能勢健康福祉部長、田中福祉事務所長、田端社会福祉課長、川端社会

福祉課主幹、名和福祉政策室長、庄子育て支援課主幹、望月障がい福祉

課主幹、髙橋高齢介護課長 

社会福祉課 宮本課長補佐、髙瀬、志賀、中村 

 オブザーバー：長岡京市社会福祉協議会総合生活支援センター 奥田センター長補佐 

 傍聴者：なし 

 

配布資料 

・長岡京市第２次地域健康福祉（中期）計画素案 

・『小学校のふくしをともに学び・考え・つくる場（住民の対話ワークショップ）』につい

て 

・中期計画策定スケジュール（予定） 

・参考：市町村地域福祉計画に盛り込むべき事項 

・プレ重層的支援体制整備事業（イメージ）（案） 

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 ・健康福祉部長よりあいさつ 

・会長よりあいさつ 

 

３．案 件： 

１．住民の対話ワークショップの実施結果について 

 参加者は、民生児童委員や自治会長、地域コミュニティのメンバー等。中学校区ごとに

日程を設定し、その中で小中学校区ごとに分かれて地域の課題等について話し合った。 

地域の課題として、高齢分野においては認知症への理解や自治会未加入者への支援、フ

レイル予防、障がい分野においては重度障がい者の災害時の避難方法や避難所での生活、



児童分野においては福祉教育や子どもが主体的に参加できるイベント等が挙げられた。自

治会に関する課題が多く、加入率の低下が事業の規模縮小につながり、それがまた加入率

の低下につながるという悪いサイクルになってしまうといった意見があった。 

 住民の対話ワークショップで出た意見をまとめ、計画に盛り込んでいく。 

 

（質疑） 

【委員】 

 自治会加入率が低いのは市全域においてか。 

【事務局】 

 自治会加入率は高い地域も低い地域もある。賃貸住宅が多い駅周辺や、４０～５０年前

に建築された住宅地等の高齢化している地域は低い。市全体での自治会加入率は６０％を

きっている。 

 

【委員】 

 住民の対話ワークショップの結果を読んで、その通りだと思った。自治会加入率の低下

が事業の規模縮小に、それがさらなる加入率低下につながるという悪いサイクルに陥る地

域もあれば、事業の規模が大きく、災害時の助け合いの体制ができている地域もある。ど

こに住むかによって環境に差が出てしまうと思う。 

【事務局】 

 市民課での転入手続き時の自治会についての案内や、自治振興室の自分ごと化条例策定

を通して自治会や地域のつながりの強化を図っているが、住民の対話ワークショップで出

た意見が市の現状であり、課題だと認識している。 

 

【委員】 

 市としては、自治会員を増加させたいのか、自治会の事業を充実させたいのか。市が目

的をもち、率先して自治会加入のメリットを PRしないと何も解決できない。 

【事務局】 

 自治会活動と地域福祉の推進は密接なつながりがある。今はまず顔の見える関係づくり

から進めているところ。地域のつながりができた時に、昔の自治会のようになるか、また

新たなものになるか、その地域の住民が体制をつくっていくことになる。 

前期計画の取り組みは、住民同士がつながりを持つきっかけ作りを目標としていた。長

岡京市社会福祉協議会と協力し、子どもや高齢者といった属性にとらわれないつながりづ

くりを進めたい。 

 

【委員】 

当自治会では、お祭りや運動会、敬老のつどい、夜回り等を進め、加入率は約９０％あ



る。役を決める際に住民個々の事情を配慮する等、努力して維持管理している。 

【事務局】 

地域のつながりをうまく維持されている自治会の取り組みは、学ばせていただきたい。

新たな転入者をどのように地域へ受け入れているのか、どのような事業が行われているの

か、その手法について学び、モデルとして他の地域にも広めたい。地域に出向いて学ばせ

ていただく必要性も感じる。 

【委員】 

 色々なきっかけを有効に使い、属性にとらわれない横のつながりを作っていければ良い

と思う。 

 

２．長岡京市第２次地域健康福祉（中期）計画【素案】について 

（１）今後のスケジュール 

委員からのご意見や庁内ヒアリングの結果を反映した素案を１１月末頃に作成し、１２

月にパブリックコメントをする予定。 

 

（２）厚生労働省の示す市町村地域福祉計画に盛り込むべき事項について 

厚生労働省が市町村地域健康福祉計画に盛り込むべき事項として示しているもののうち、

「地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して

取り組むべき事項」及び「包括的な支援体制の整備に関する事項」は、平成３０年度の社

会福法改正において規定された（前期計画策定時は規定されていなかった）。ただし、本市

では当該事項も地域健康福祉の計画を包含するものとして前期計画に記載しているため、

既に計画に盛り込み、実施することができていると考えている。 

  

（３）長岡京市第 2次地域健康福祉（中期）計画【素案】について 

第１章 計画策定にあたって 

法改正や社会構造の変化をふまえ、地域住民等が助け合う「地域共生社会」を実現し、

包括的・重層的な支援体制づくりの構築に向けて計画を策定したことを記した。 

 

第２章 地域健康福祉の動向 

少子高齢・人口減少や共同体機能の脆弱化、８０５０問題やダブルケアといった生活課

題の複雑化・複合化等、地域福祉をとりまく環境について記した。 

 

第３章 計画の基本的な考え方  

基本理念を「だれもが安心して暮らせるまちづくり」としており、前期計画の考え方を

引き継いでいる。 

 



第４章 地域健康福祉推進のための方策の見直し 

令和３年４月の社会福祉法改正を反映した施策の見直しを実施していきたい。きずなと

安心の地域づくり応援事業を実施することによって、地域のつながりが広がってきている

と感じている。制度の狭間に陥る人を出さない施策を実施し、５カ年で包括的・重層的支

援体制を整備する。 

令和３年度からの取り組みとして、総合生活支援センターにおいて、きずなと安心の地

域づくり応援事業を推進するきずなコーディネーターと介護保険法に規定する生活支援コ

ーディネーターの役割をあて、相談支援・参加支援・地域づくり支援を実施することとし

た。総合生活支援センターに総合相談（断らない相談支援）の窓口を設け、現在きずなコ

ーディネーターや生活支援コーディネーターが実施している参加支援、居場所づくりの事

業と携させることにより、相互補完、相乗効果となり、重層的な支援体制が構築できると

考えている。総合相談にて相談を受けた際、既存の制度で対応可能なものは各相談支援機

関へつなぐ。制度の狭間であり、各相談支援機関での対応が困難な場合は直接支援を行い、

課題が明確化しない場合は伴走支援（つながり続ける支援）を行う。課題が複雑化・複合

化している場合は支援関係者間の調整役となる。また、市行政においても、縦割りではな

く各部局が連携し、一体的に支援できる体制の検討を行う。 

前期計画では、地域支援であるきずなと安心の地域づくり見守り事業に比重を置いてい

る。中期計画では、地域支援と個別支援の連携をもって重層的な地域福祉の支援体制を充

実させていくことを主軸としている。 

 

（質疑） 

【委員】 

 生活支援コーディネーターの役割は。 

【事務局】 

 高齢者向けの健康体操等、地域に出向いて取り組みをしている。きずなコーディネータ

ーの役割と重なっている部分もあるが、きずなコーディネーターの対象は全世代で、生活

支援コーディネーターの対象は高齢者である。今後は、生活支援コーディネーターの役割

である部分について漏れなく取り組むとともに、きずなコーディネーターと一体的な取り

組みを行っていければと思う。 

 

【委員】 

総合相談に対応する職員には相当なスキルが必要。配置についてはどう考えているか。 

【事務局】 

総合相談の配置については、庁内でも議論してきた。相談窓口の職員は「解決する人」

ではなく「つなぎ役」、「受け止め役」であり、解決できないことは地域のネットワークで

協力して対応していく。現在、既存の相談窓口のスキルは相当に高まっているところ。総



合相談は、まず「つなぎ役」となり、相談ごとを逃さず確実に受け付けることに重点を置

く。既存の制度に当てはまらない相談については、ニーズを整理しながら伴走支援をし、

既存の制度で対応可能な状態になれば担当機関へつなぐ。既存の制度に当てはまらない場

合の取り組みについても考えていきたい。また、地域住民同士の助け合いも進め、重層的

な支援体制を整備していきたい。 

 

第５章 施策の内容 

基本的には前期計画を継承している。前期計画は事業名のみで具体的な内容を記してお

らず、分かりにくいというご指摘を受け、中期計画では事業の内容も記した。各課と調整

のうえ、肉付けしていく。 

 

・１．地域を支える担い手づくり 

地域の課題を認識できる人、地域を盛り上げる人や支える人を増やすための施策。 

「（１）地域福祉の風土の形成」は、住民に地域のことを知っていただき、課題解決でき

る人を増やしていくもの。 

「（２）ボランティア活動等の推進」は、ボランティア活動等を通して地域を支える担い

手となる人を増やしていくもの。 

「（３）社会参加・交流促進」は、地域福祉活動団体や文化・スポーツ活動への参加を通

して暮らしやすい地域をつくり、地域の課題への気付きを増やしていくもの。 

 

・２．支えあい・助けあいの地域づくり 

自助、互助・共助の促進、人と人がつながれる地域づくりのための施策。 

「（１）相談機能、情報収集、提供機能の充実」は、相談できる環境をつくるというもの。

支援を必要とする人に適切なサービスが提供される地域づくりを目指す。「環境づくり」と

いう性質なので「２．支えあい・助けあいの地域づくり」から「３．豊かに暮らせる環境

づくり」に分類を変更する可能性がある。 

「（２）自助、互助・共助のシステムづくりの推進」は、助け合いのシステムを作ってい

くもの。きずなと安心の地域づくり応援事業や災害時要配慮者支援制度を通し、地域で支

え合う体制を作っていく。 

「（３）公助との連携の強化」は、市でしか担えない役割と市民の自助、互助を密接に連

携させ、適切な支援を実施していくもの。 

 

・３．豊かに暮らせる環境づくり 

 ハード面やコミュニケーション環境を整えるための施策。 

「（１）ユニバーサルデザイン等による福祉のまちづくりの推進」は、施設や交通環境等

の整備、障がい者の意思疎通における障壁の解消を進めるもの。 



「（２）福祉サービス・健康づくり等支援の充実」は、福祉サービス等のソフト面の環境

を整備するもの。成年後見制度の普及啓発に努め、さらなる利用促進を進める。厚生労働

省の成年後見制度利用促進基本計画において、市町村は令和３年度までに利用促進計画を

策定するよう定められている。本市においては、地域健康福祉（中期）計画に盛り込む形

とする。 

「（３）就労に対する支援の充実」は、生活の基盤である就労を支えられる環境を整備し

ていくもの。 

 

第６章 施策の取り組み目標 

本計画期間（中期５年、後期５年）における目標を整理した。 

 

（質疑） 

【委員】 

文章の表現上、公助の部分が見えにくく、誤解を受ける可能性がある。 

【事務局】 

表現の仕方については、内部で検討する。 

 

【委員】 

ヤングケアラー等のケアラー支援について、内容としては計画に記されているが、「ケア

ラー支援」等の具体的な文言を入れることも検討しても良いと思う。 

【事務局】 

「ヤングケアラー」は、前期計画を策定した 5 年前にはなかった言葉。中期計画を作る

なかで、５年前と状況が随分変わっていることを感じた。現在の社会の課題を精査しなが

ら進めたい。 

 

【委員】 

健康づくり部会において、「ウォーカビリティ（歩きやすさ）」がキーワードになってい

る。歩きやすい街になれば人と人の交流も広がる。中期計画に盛り込むのは難しいかも知

れないが、今後はそういったハード面についても考えていくのが良いと思う。 

【事務局】 

ウォーカビリティについて、本市では、あるくとアプリ等の取り組みをしている。健康

づくり部会の意見も伺いながら検討する。 

 

【委員】 

高齢者福祉を考えるうえで、２０６５年問題を意識しなければならない。２０６５年に

は、高齢者数も減るがサポートする人数も減り、高齢化率が１０ポイント近く上昇する。



そういった未来も見据えて計画を策定するのが良い。高齢化が進んだ未来に長岡京市に２

０歳が何人居るのか等を視野に入れるべきである。 

 

【委員】 

成年後見制度について、京都市においては、自分自身の葬儀の葬儀会社の指定ができる

等、整備が進んでいるが、長岡京市ではどのように考えているか。 

【事務局】 

ご指摘いただき、本人の意思決定をどのようにサポートしていくかという視点も大切だ

と感じた。既に成年後見制度について記載した部分に盛り込むか、別の枠をとる形とする

か検討する。 

 

【委員】 

この委員会の後も個別に意見や質問を受け付けられるのか。 

【事務局】 

ご意見、ご質問いただけるとありがたい。１１月中旬頃までにお願いしたい。 

 

３．事務連絡 

１２月のパブリックコメント実施時においても委員に資料を送付するのでご意見を頂戴

したい。 

１月末から２月初頭頃に令和２年度第３回長岡京市地域傾向福祉推進委員会を開催する。 

３月に印刷製本する予定でスケジュールを組んでいる。 


